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は じ め に

我が国の製造業における生産拠点は益々海外へ移転し、国内製造業の空洞化を招いてい

る。特に中小企業においては厳しい経営環境に直面しており、高度な技能・技術を活かし、

新分野展開、高付加価値化を図らなければ発展することが難しくなってきている。

また、製造業の競争力強化のためにＩＴは必要不可欠となっており、戦略的活用により

業務プロセスを改革した新たなものづくりが必要となってきている。すなわち、開発・設

計、調達、製造、流通から財務、会計、人事など間接的業務に至るまで統合的な企業資源

管理が行なわれつつある。特に開発・設計プロセスにおいては、設計や試作が繰り返し行

なわれていたが３次元ＣＡＤやシミュレーションソフトの活用によって大幅なリードタイ

ムの短縮や後工程へのデータ共有により生産のコスト、品質、納期を高めることができる

ようになってきている。

そこで、開発・設計プロセスにおける構造解析・機構解析は、従来専門的技術者による

ものであったが、設計者自身が容易にシミュレーション解析を行い設計の可否を検討でき

る技術の習得を教育内容とした、設計技術者のための解析技術のコース開発及び教材開発

を2003年より行ってきた。

昨年度においては、シミュレーションだけでは解決が困難な振動現象を取り上げ、実験

とシミュレーションを併用した、より高度な設計技術の習得を目標とした設計技術者のた

めの解析技術のコース開発及び教材開発を行った。

本年度においては、開発した教材を使用してモデルコースを試行することにより教材の

有効性を明らかにすること及びより多くの訓練施設において活用していただくための指導

書の開発を行った。

本教材情報資料が、応用短期課程及び他の訓練課程に資する資料として活用されれば幸

いである。

最後に、本資料をまとめるに当たりご執筆、ご協力をいただいた応用短期課程モデル教

材開発委員会の皆様に対し、深く謝意を表す次第である。
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